
粉 体 技 術

セラミックスは古くは土器から始まり、窯業に発展し、現在では軽量・耐熱性・耐久性・耐食性・機
械的特性・電気特性など特徴を活かしファインセラミックスとして身の回りの電子機器、自動車などあ
らゆる物に用いられており、なくてはならない必須の材料となった。しかし優れた特性を有しているが
突然の割れや亀裂が生じることもある。複雑な製造工程や内部構造の不均一性に起因する問題解決のた
めにも原料粉体から、分散体、成形過程までセラミックス製造工程全体を計測し数値化・可視化するこ
とは、新素材や部材の開発、さらには高品質な部材を均一に作り続けるためには重要である。

近年、計測分野における最新技術を用いること、既存の評価法を利用しつつも視点を変えることで今
まで違いを可視化することが難しかったことが高精度に数値化、可視化可能になった。本特集ではその

“成形プロセス”に着目し粉体の「粒子径分布計測」、「濡れ性評価」、「高濃度のままでの分散性・分散安
定性評価」、「成形体評価」、「焼結過程評価」まで一連述べての過程を数値化および可視化する最新手法
に焦点を当てた試みである。

（国研）物質・材料研究機構の目義雄氏には本企画名と同じ「粉体成形プロセスを捉える最新計測技術～
高分解能な粒子径計測～濃厚分散体評価～焼結過程まで」と題する総論をお願いした。セラミックプロ
セスにおける粉体特性の計測法に関して具体例を用いて解説いただき、さらに氏がプログラムオフィサー
として推進された、JST（科学技術振興機構）の A-STEP（研究成果最適展開支援プログラム）での研
究成果についても紹介いただいた。同プログラムではセラミックス製造工程において従来の経験と勘に
頼る手法から科学的知見に基づくアプローチにおいて、革新的検査、評価技術（本特集号における計測
技術の高度化）の重要性を指摘されている。

㈱堀場製作所の杉山岳氏には「高精度・高分解能を有する遠心沈降方式粒子径分布測定のご紹介」と
題し、古くからある本原理が密度勾配液を用いることにより高分解能・高精度に取得可能となった理論
の説明、さらには粒子径分布計測の手法として広く知られているレーザー回折・散乱法、動的光散乱法
による計測結果と比較し遠心沈降方式が高精度かつ高分解能であることを実際のデータを用いて示して
いただいた。

マジェリカ・ジャパン㈱、東北大学多元物質科学研究所客員准教授の池田純子氏には「原料粉体界面
と含水成形直前分散性の評価−−パルス NMR による粉体の濡れ性・界面特性、濃厚分散体の分散凝集状
態の評価」と題し、一般的には運動性の評価に使用されているパルス NMR を用いての粉体や分散体評
価における理論の説明から、粉体界面の濡れ性や界面特性の評価例や高濃度のままでの分散性評価例を
紹介いただいた。

㈱アントンパール・ジャパンの宮本圭介氏には「レオロジー測定による濃厚分散体の分散性および流
動性の評価」と題し、さまざまな分野で広く用いられているレオロジー評価技術であるが、分散体の微
粒子化、高濃度化により増々分散体での評価法が注目されている。分散体評価に適したせん断速度依存
性測定やひずみ分散測定などの基本的な理論から流動特性および内部構造の情報からの分散特性の評価
手法を測定事例と共に紹介いただいた。

特集「粉体成形プロセスを捉える最新計測技術
～高分解能な粒子径計測～濃厚分散体評価～焼結過程まで」を企画して
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武田コロイドテクノ・コンサルティング㈱の武田真一氏には「含水成形直前の高濃度スラリーの分散
性評価：超音波法による粒子径計測および沈降法による評価」と題し分散性と分散安定性の違いや、分
散体を希釈せずに高濃度のままで評価することの重要性について解説いただいた。評価法としては超音
波スペクトロフィーによる粒子径分布測定法の原理や実例、自然沈降法および遠心沈降法による分散安
定性評価法の原理や応用例を用いて紹介いただいた。

（国研）産業技術総合研究所の高橋知里氏には「電子顕微鏡で含水状態を捉える−−含水セラミックス成形
体、溶液中の酸化鉄ナノ粒子および菌を例に−−」と題し、含水セラミックス成形体を乾燥させることな
くイオン液体を用いることによりウェットな状態のまま電子顕微鏡で評価する技術について解説いただ
いた。さらには同様にイオン液体を用いた手法により“菌”もウェットな状態で観察した事例を紹介い
ただいた。

最後に、神奈川県立産業技術総合研究所の髙橋拓実氏、横浜国立大学の多々見純一氏には「光コヒー
レンストモグラフィーを基盤とした粉体材料の非破壊内部構造観察技術」と題し、セラミックス製造プ
ロセスでの粉体層中の空隙変化や高温焼成中の成形体の内部構造変化をリアルタイムでの動的2D 観察お
よびピンポイント高速3D 観察が可能な手法について基礎原理から実際の応用例まで解説いただいた。

本企画では特にセラミックス成形に着目し、粉体成形プロセスを捉える最新計測技術に造詣が深い専
門家に執筆をお願いしたが、他の工業製品、例えば電池やインクや塗料、化粧品材料などかなり幅広い
分野での応用が可能である。粉体工学で幅広く活躍が期待されているユニークかつ最先端の「計測技術」
が読者の皆様の研究開発や品質管理の一助になれば幸いである。

15　（851）　




